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■第1章 事前取組み編■ 

 

 

 北海道議会とサハリン州議会

との交流事業の一環として、平

成20年は道議会からサハリン

州へ訪問する事となっており、

私は北海道議会サハリン州訪問

団の一員となりました。5月13

日一斉常任・特別委員会が開催

されたのに併せて、事前説明会

を行い、道経済部よりサハリン州の情勢について資料を基に説明を

受けました。統計数値からわかるサハリン情勢を含め、治安情報や

注意事項についての説明がありました。先輩議員でサハリン州へ渡

航した経験のある方から実践的なアドバイスなどもありました。宿

泊先での注意事項や、生活環境の説明など多岐に亘りました。 

 

 

■第2章 サハリン州訪問編■ 

 

 

 5月21日は函館空港にて結団

式を行ない、画像にある訪問団

しおり、保険契約のしおり、ロ

シア語の名刺が支給されました。

訪問団は、釣部勲・道議会議長

（空知支庁）を団長とし、大谷

亨道議（十勝支庁）、小畑保則

道議（釧路市）、千葉英守道議

（札幌市中央区）、吉田正人道

議（稚内市）、岡田俊之道議（渡島支庁）、長尾信秀道議（北斗市）、

佐藤英道道議（札幌市北区）、森成之道議（札幌市白石区）、八田
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盛茂道議（小樽市）、私・田島央一（宗谷支庁）と随行員として道

庁から3名と通訳1名の計15名で構成されました。 

 

 

 また、これ以外に在札幌サハ

リン州代表部代表・クトヴォイ、

アンドレイナ・アナトリエヴィ

チ氏と通訳1名が随行して下さ

る事となりました。3月に開催さ

れた国際議連のレセプションで

両名にはご挨拶しておりました

ので、彼らも私の事をご存知で

した。 

 

 

 函館空港を18:30（日本時間）

出発。ユジノサハリンスク空港

に21:40（サハリン州時間）到着。

ただし、時差があるのでプラス2

時間としているので、正味の搭

乗時間は1時間10分でした。到

着後、バスにて移動し、ホテル

「ガガーリン」に到着。日本な

らホテル「毛利衛」といった感

じなのでしょうか。視察初日とはなっておりますが、移動だけで終

わってしまいました。チェックイン後に遅い夕食をとり、明日に備

え、すぐに休みました。ユジノサハリンスク市内にはここ15年間で

20ものホテルが建設されたそうで、その中でもホテルガガーリンは

高級な方だったそうですが、更に高級なホテルが近年いくつも建設

されたそうです。 
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 5月22日は、サハリン州視察

2日目で実質的に視察開始とな

りました。まずはサハリン州議

会を訪問し、サハリン州議会議

員の方々と対面で座りました。

まずはサハリン州議会議長から

各議員を紹介し、交流の経過、

ロシア大統領選挙などを含むロ

シア情勢に触れ、さらなる交流

を期待する旨のご挨拶がありました。北海道議会側からは釣部勲議

長（空知支庁）が受け入れして頂いたサハリン州議会に対し感謝の

意を伝え、交流の経過に触れたり、本年Ｇ8サミットが北海道洞爺湖

で開催される話題を含めたご挨拶をし、今後更に交流が発展する事

を申し述べておりました。 

 

 

 両議長からご挨拶後、意見交

換の場が設けられました。私は

簡単に自己紹介し、本年1月1

日に発生したロシア人が乗船し

ていた外国船が利尻富士町の海

岸に座礁した件を取り上げ、意

見を申し述べさせて頂きました。

解決に向けては国の法律などに

不備があり、道だけでは解決し

にくい問題であるとの認識を示し、また、間宮海峡に日本船籍だっ

た「竹生丸」が1979年に沈没した事故が発生している事実を理解し

た上で、例を示し座礁船撤去に向けた動きを取るべきとの意見を申

し上げました。サハリン州議会議長からは「地方では解決できない

問題ではあるが、協力していくべき」との返答がありました。 

 

 

 



5 
 

 州議会の後には、スフェーラ

社住宅建設現場「苺の園」を視

察し、同社の副社長がご案内し

てくださりました。「苺の園」

はサハリンプロジェクトに従事

している外国人用の住宅となっ

ているそうで、広い間取りでセ

キュリティー体制が完備されて

いるそうです。創業20年の会社

で社員2000人規模で下請けはさせていないとの事。このような大規

模住宅建設はサハリン州では初めてだそうです。また、サハリン州

ネベリスク市にて昨年8月発生した地震後、復興住宅建設を同社が

担当し、3階建住宅の24棟（329家庭分）を4ヶ月で完成させたそ

うです。 

 

 

 「苺の園」に隣接した地区に

住宅建設現場「梨の園」も視察

しました。こちらはサハリン州

の地元の方々が入居予定となっ

ているそうです。画像は敷地内

にある自家発電施設の様子です。

こちらでは停電がたびたびある

そうで、自家発電のニーズがあ

るそうです。また、住宅の間取

りは「苺の園」に比べ、狭かったです。建設現場では日本製機械が

あったものの、韓国製資材や韓国製重機が目立ちました。建設現場

ではぬかるんで、バスが出るのに一苦労した場面もありました。 
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 総領事館では、在ロシア在外

公館の構成、総領事館の業務内

容・スタッフ紹介、日系企業の

状況、サハリン州内邦人動向、

政治情勢についての説明があり

ました。その説明をする前段で

日本総領事館の担当者からは

「（サハリン州議会での）田島

さんの発言がテレビで報道され

たのですが、偏った報道がなされました」との報告がありました。

しっかりと言うべき事は言うという姿勢で、率直に意見しましたが、

やはりアウェーでの発言は否定的に受け取られたようです。サハリ

ン州議会議員からは「南クリル地区（北方領土）に対する支援では

日本政府が邪魔をしている」と日本政府に対して否定的な発言があ

りました。これが日本国内であれば、否定的な報道がなされるかも

しれません。今回は国際交渉でサハリン州に来ている訳ではありま

せんし、相手の顔色を窺ってモノを言うのでなく、交流事業である

ならばこそ、率直に意見交換すべきだと私は思います。また、先輩

議員からは「いつも交流事業でサハリンに来ていると報道はされる

が、意見交換の内容を伝える報道は珍しい」と言われました。 

 

 

 北海道サハリン事務所では、

所長よりサハリン州の人口動

向、サハリン州予算の特徴と傾

向、産業動向、対日貿易動向、

原油価格の推移など資料を基

に説明を受けました。こちらで

は、道庁からファックスにて送

付された道内版関連新聞記事

も配られました。また、同フロアにある北海道ビジネスセンター

（HBC）の担当者から、センター設立に関する経緯、運営体制、業務
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内容、ビジネス交流ミッションの実施、ビジネスサポート実績など

について説明を受けました。特筆すべき点は中古輸入車に関するお

話でした。中古車ニーズが非常に高く、街中日本車だらけですが、

先般、レクサス（2006年製・走行距離4万キロ）が1250万円で売買

成立、RAV4（1997年製・走行距離8万キロ）が190万円で売買成立

したなど、にわかに信じがたい話でしたが、私を含め皆さん一様に

驚いておられました。 

 

 

 サハリン州にて不動産業を行

っている北海道デベロッパーズ

グループが管理するビルを視察

致しました。こちらは外国人出

張者向けのウィークリーマンシ

ョンタイプのビルで、事務所ス

ペース、自家発電施設、各部屋

を見せて頂き、説明を受けまし

た。基本的にはこちらの会社は施設メンテナンスや集金事業を中心

に行ない、本年は株主に配当も出来たとの事。次のビジネスチャン

スをうかがっている旨のお話も聞けました。 

 

 

 夕刻には、サハリン州議会議

員や州行政担当者の方々とのレ

セプションに出席致しました。

ウォッカなどのお酒や食事も出

されたりしましたが、程々にし

てサハリン州議会議員の方々と

意見交換をしておりました。私

からは、ロシアにおける子育て

支援策や州議会議員選挙制度についての質問を致しました。また、

サハリン州議会議員から私に質問があったのは、日本における結婚
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を巡る情勢や日本型の終身雇用制度についての質問などがありまし

た。 

 

 

 本日はサハリン州視察3日

目となります。ユジノサハリン

スク市からコルサコフ市へ移

動し、プリゴノドノエ地区にあ

る天然ガス液化プラントを視

察致しました。まずはサハリン

エナジー社の担当者から、事業

の経過、サハリン2プロジェク

トの概要・進捗状況、天然ガス

生産体制、天然ガスの販路についてなどプロジェクターを使用して

ご説明頂きました。大体どこでも生成施設がある原油の場合は出た

瞬間から商品価格がつくそうですが、天然ガスの場合は生成施設に

限りがあり、契約を結んでからしか、商品価格が設定できないとの

事で、原油ビジネスより難しい点があるとの事でした。 

 

 

 サハリンエナジー社が事業主

体として進めているサハリン2

プロジェクトの天然ガス液化プ

ラント、原油輸出ターミナルが

こちらにはあります。液化装置

は世界最大規模だとの事。2008

年末より天然ガス生産開始とな

るそうです。本日は、霧がかか

って近くまで行かないと施設も

見られず、海上の施設は見る事が出来ませんでした。隣接している

原油輸出ターミナルは規制があり、入れませんでした。画像は天然

ガス液化装置です。こちらは、サハリン南端の地域なので、夏は海
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水浴場となり、海水浴客でごったがえすそうです。数年前までは、

何もない草原だったそうですが。 

 

 

 ごく普通の駐車場の光景です

が、日本車だらけです。右から

は、トヨタ・ランドクルーザー

プラド、トヨタ・ラウム、日産・

エクストレイル、トヨタ・タウ

ンエースノア、トヨタ・カムリ、

トヨタ・タウンエース、トヨタ・

マークⅡとなっております。小

林旭の自動車ショー歌みたいな

感じになってますが、本当に日本車が多いです。私の乗っているト

ヨタ・カローラフィールダーが走っているのを何台も見ました。昨

日お伺いした北海道ビジネスセンター担当者のお話で触れていた

「中古車部品取扱業にビジネスチャンスがある」と言っていたのを

思い出しました。これだけの日本車を見ると頷けます。 

 

 

 ホテルサンタでトイレ休憩と

なりました。こちらのホテルは

日本とロシアの合弁企業で運営

がなされておりましたが、日本

側が締め出されて現在はロシア

資本のみでの経営がなされてい

るそうです。施設内は日本語表

記がなされるなど、日本人とし

ては使いやすいホテルなのかも

しれませんが、経過を踏まえて日本人の宿泊などは控えているよう

なお話も聞きました。同様に日本企業がロシア企業と合弁企業を設
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立したものの、撤退を余儀なくされた事例などもいくつかお聞きし、

ロシア進出ビジネスの難しさの一端を垣間見ました。 

 

 

 サハリン州庁舎にお伺いし、

サハリン州筆頭副知事ストロ

ガノフ氏にお会いしました。副

知事からは極東地域・サハリン

州・北海道との経済プログラム

5ヵ年計画が締結された事を高

く評価されておりましたし、北

海道ビジネスセンター、在札幌

サハリン州代表部などと交流

が盛んになってきているのも歓迎しておりました。G8サミットの話

題では、ロ日交流の内容などを踏まえたサミット準備資料をロシア

政府に提出した経過などもお話されておりました。また、新しくな

ったサハリン州知事が東京訪問した結果を大統領に報告し、相互交

流への協力支援をロシア政府に対しても要請したとの事。 

 

 

 創業62年のビール製造会社コ

ロスのユジノサハリンスク工場

を視察致しました。ビール、ジ

ュース、水、お茶、シロップな

どが主力商品だとの事で、日本

に対しては林蔵ビールなどの地

ビールを出荷しており、稚内市

内でも販売しております。5月に

は9000本出荷したそうです。こ

ちらでは、製造過程を見せていただき、販路についての説明を受け

ました。こちらは地下120ｍからの井戸水を使用しているそうです。
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また市内各所で販売されている伝統的なコケモモジュースを試飲さ

せて頂きました。 

 

 

 移動中にも話題となりました

が、サハリン州のガソリン価格

です。赤い数字はオクタン価で

100に近い方がハイオクガソリ

ン（日本の規格だと96以上がハ

イオクガソリン）です。AT、KT

がどんな商品かはわかりません

でしたが、１ℓ当りの価格帯は日

本円で103～130円程度です。ち

なみに、その内の税額はどれくらいかと質問しましたが、どれくら

い税が占めているかはわからないと言われました。 

 

 

 ユジノサハリンスク市内にあ

る一般的なスーパーへお伺いし

ました。全般的に物価が安いと

の印象を私は受けませんでした。

野菜などの地元産品は比較的少

なく、乳製品や缶詰などの保存

食は輸入製品が多く見受けられ

ました。日本製食品コーナーが

設けられており、価格も見まし

たが、非常に高くなっており、シジミの味噌汁（8個入）が日本円で

800円程もしていたので私は買う気にはなりませんでした。こちらで

は、ウォッカなどのお土産を購入する方もおられましたが、私はお

酒でなく、ロシア製の駄菓子を購入しました。駄菓子も外国製品が

多く、日本のスーパーと変わらないような印象も受けました。 

 

 

 




